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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

早
ま
っ
た

告
示
日

北
海
道
議
会
議
員
選
挙
の
告

示
は
３
月
29
日
。
今
年
は
、
天

皇
陛
下
の
退
位
と
重
な
り
、
統

一
地
方
選
挙
の
日
程
が
１
週
間

早
ま
り
ま
し
た
。

道
議
選
の
届
出
は
、
上
川
総

合
振
興
局
で
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
第
一
声
を
当
麻
町
の
農
協

前
で
行
い
、
福
井
組
合
長
か
ら

激
励
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
愛
別
町
、
比
布

町
、
和
寒
町
、
剣
淵
町
で
そ
れ
ぞ

れ
街
頭
か
ら
政
策
や
思
い
を
訴

え
ま
し
た
。

吹
雪
の

第
一
声

士
別
市
で
の
第
一
声
は
、
そ

れ
ま
で
の
天
気
と
は
打
っ
て
変

わ
り
激
し
い
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
、

雪
の
中
で
の
第
一
声
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
お
天
気
で

あ
っ
て
も
、
３
０
０
人
近
く
の

皆
さ
ん
が
お
越
し
い
た
だ
き
、

牧
野
勇
司
士
別
市
長
か
ら
は

「
何
と
し
て
も
北
口
道
議
の
再

選
を
」
と
、
訴
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
北
口
雄
幸
候
補

か
ら
は
、
こ
の
地
域
に
住
み
続

け
る
た
め
の
医
療
や
介
護
、
福

祉
の
充
実
と
こ
の
地
域
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
に
つ

い
て
お
話
し
さ
れ
、「
ぜ
ひ
、
石

川
知
事
を
誕
生
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
石
川
知
事
を
支
え
る
役
割

を
果
た
し
た
い
」
と
の
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

小
規
模
農
家
を

守
る

士
別
市
の
次
は
、
昼
食
休
憩

も
取
ら
ず
、
幌
加
内
町
、
美
深
町
、

下
川
町
に
向
か
い
ま
し
た
。

午
後
５
時
過
ぎ
、
日
中
の
遊

説
を
終
え
て
事
務
所
に
戻
る
と
、

３
名
の
定
数
内
立
候
補
で
あ
る

こ
と
の
報
告
を
受
け
、
無
投
票

で
「
４
期
目
の
当
選
」
が
確
定
し

ま
し
た
。

午
後
６
時
か
ら
創
成
会
館
で

行
わ
れ
た
報
告
集
会
で
は
、
牧

野
勇
司
士
別
市
長
を
は
じ
め
多

く
の
皆
さ
ん
が
祝
福
に
駆
け
つ

け
て
い
た
だ
き
、
ダ
ル
マ
に
「
Ｖ

４
」
を
入
れ
、
勝
利
を
喜
び
合
い

ま
し
た
。

４
期
目
の
当
選
を
決
め
た
北

口
道
議
は
、「
選
挙
が
な
か
っ
た

重
み
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
、

こ
の
地
域
の
発
展
に
努
力
し
て

い
く
」
と
、
決
意
を
新
た
に
さ
れ

ま
し
た
。

全
力
で

課
題
解
決

先
の
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

で
は
、
皆
様
の
大
き
な
ご
支
援

を
得
て
、
無
投
票
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
四
期
目
の
議
席
を
与

え
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
北
海
道
は
、
人
口
減
少

問
題
、
Ｊ
Ｒ
路
線
維
持
、
Ｉ
Ｒ
へ

の
対
応
、
農
家
戸
数
の
減
少
、
地

域
医
療
の
確
保
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
な
ど
、
大
変
重
要
な
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
全
力
で
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

北
海
道
議
会
議
員

北
口
雄
幸

ふ る さ と

郷土の思い受け
無投票で四期目当選。決意新たに！

雪
の
中
で
農
業
振
興
や
人
口
減
少
課
題
を
訴
え
る
（
士
別
市
で
の
第
一
声
）
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何
も
語
ら
ず
知
事
退
場

第
１
回
定
例
道
議
会
は
、
統

一
自
治
体
選
挙
を
前
に
し
、
私

た
ち
や
知
事
に
と
っ
て
、
任
期

最
終
の
定
例
会
で
あ
り
ま
し
た
。

高
橋
知
事
は
、
４
期
16
年
で
道

政
ト
ッ
プ
を
退
き
、
今
後
は
国

政
に
転
じ
る
意
向
を
示
し
て
い

ま
す
が
、
今
定
例
会
で
も
自
ら

の
言
葉
で
語
る
こ
と
な
く
知
事

の
座
を
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
乱
暴
な
政
策
運

営
を
丸
呑
み
に
し
、
自
治
体
や

道
民
に
丸
投
げ
す
る
ば
か
り
の

知
事
の
道
政
運
営
が
、
地
域
を

苦
境
に
追
い
込
ん
で
き
て
い
ま

す
。
知
事
は
、
就
任
以
来
、
財
政

再
建
や
支
庁
改
革
、

人
口
減
少
対
策
等

を
次
々
に
道
政
テ

ー
マ
に
掲
げ
て
き

ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
成
果
は
あ
げ

ら
れ
ず
、
道
内
人

口
は

16

年
前
と

比
べ

37

万
人
も

減
少
、
約
５
３
０

万
人
と
な
り
ま
し

た
。
暮
ら
し
を
支

え
る
基
盤
で
あ
る

医
療
で
は
医
師
や

看
護
師
等
の
減

少
・
偏
在
が
進
み
、

教
育
で
も
小
中
高

校
の
統
廃
合
が
続

き
ま
し
た
。

道
政
は
課
題
山
積

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
維
持
困
難
路

線
へ
の
対
応
経
費
は
新
年
度
予

算
に
計
上
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
も
そ
も
、
国
が
支
援
策
を
示

さ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
町

村
は
検
討
す
ら
で
き
な
い
の
で

す
。
加
え
て
、
道
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
事
態

は
動
か
ず
、
地
域
が
追
い
込
ま

れ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。
私
た

ち
は
、
早
急
に
今
後
の
方
向
性

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
こ
と

を
求
め
ま
し
た
が
、
知
事
の
反

応
は
極
め
て
鈍
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
カ
ジ
ノ
を
軸
と
す
る

Ｉ
Ｒ
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
こ

の
間
、
自
身
の
判
断
を
あ
い
ま

い
に
し
な
が
ら
、
誘
致
方
向
と

し
か
思
え
な
い
作
業
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
定
例
会

中
に
知
事
と
し
て
の
誘
致
判
断

が
突
然
、
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
道
の
検
討
は
、
政
府
の

方
針
と
同
様
に
、
経
済
効
果
や

雇
用
効
果
ば
か
り
を
強
調
し
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
や
環

境
保
全
等
の
課
題
の
対
応
は
形

ば
か
り
で
、
道
の
説
明
手
法
や

道
民
意
見
の
聴
取
の
あ
り
方
は

極
め
て
不
十
分
な
ま
ま
で
す
。

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
拡
大

は
、
改
正
入
管
法
の
施
行
が
４

月
１
日
に
迫
っ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
受
入
環
境
整
備
の

具
体
像
は
一
向
に
見
え
て
い
ま

せ
ん
。
外
国
人
材
の
受
け
入
れ

は
、
人
手
不
足
が
深
刻
な
道
内

で
も
強
い
期
待
が
あ
り
、
そ
れ

だ
け
に
労
働
環
境
の
確
保
や
受

入
環
境
の
整
備
を
し
っ
か
り
と

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
失
敗
す
れ
ば
、
外
国
人
材

に
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
の
で
す
。
昨
年
秋

に
急
浮
上
し
、
国
の
検
討
は
い

ま
だ
に
不
十
分
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
知
事
は
、
国
の
指
示
待
ち
、

具
体
的
な
対
応
は
自
治
体
ま
か

せ
の
対
応
で
、
道
が
率
先
し
て

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
姿
勢

は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、発
効
直
前
か
ら
牛

肉
や
ワ
イ
ン
、
チ
ー
ズ
等
の
輸

入
が
急
増
し
、
道
内
で
も
影
響

が
強
く
懸
念
さ
れ
る
国
際
協
定
、

日
本
側
の
主
張
ば
か
り
が
後
退

し
て
見
え
る
北
方
領
土
等
々
、

多
く
の
課
題
が
未
解
決
の
ま
ま

で
、
次
の
知
事
に
託
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

課
題
に
つ
い
て
も
、
統
一
自
治

体
選
挙
で
道
民
と
と
も
に
議
論

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

予
特
で
地
域
課
題
を
質
問

北
口
道
議
は
、
予
算
特
別
委
員

会
に
お
い
て
、
１
．
収
入
保
険
制

度
、
２
．
国
際
貿
易
協
定
、
３
．

小
規
模
農
家
を
守
る
施
策
（
以

上
、
農
政
部
）
、
４
．
人
口
減
少

問
題
（
総
合
政
策
部
）、
な
ど
に

つ
い
て
知
事
の
考
え
を
質
し
て

き
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た

主
な

条
例

▼
北
海
道
主
要
農
作
物
等
の
種

子
の
生
産
に
関
す
る
条
例
▼
北

海
道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学

院
条
例
▼
北
海
道
森
林
整
備
等

支
援
基
金
条
例

採
択
さ
れ
た

意
見
書

●
精
神
障
が
い
者
も
含
め
た
医

療
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見

書
、
●
「
水
産
政
策
の
改
革
」
に

お
け
る
本
道
の
実
情
を
反
映
し

た
対
応
を
求
め
る
意
見
書

第
一
回
定
例
道
議
会
報
告
（
２
月
15
日
～
３
月
６
日
）

予
算
特
別
委
員
会
で
の
質
問
（
２
月

日
）
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

↑
中
士
別
地
区
土
地
改
良
事
業
期

成
会
か
ら
の
要
請
（
２
月
28
日
）

金児義明氏旭日双光章叙勲祝賀会（１月 20 日）

↓
士
別
市
農
業
奨
励
賞
授
賞
式

（
３
月
18
日
）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
１
月
～
３
月
）

恒例となっている新春街宣（1 月２日）占冠消防出初式で挨拶（１月５日）

北海道林業人新年交礼会（１月８日）士別市消防出初式で挨拶（１月６日）

連合北海道上川地協旗開き（１月９日）士別市成人式で挨拶（１月 13 日）

美瑛町農民連盟定期総会で挨拶（３月２日）
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
１
月
～
３
月
分
）

◆
１
月
７
日
【
Ｊ
Ｒ
で
の
移
動
＆

出
初
式
＆
連
合-

旗
開
き
】
▼
士

別
駅
６
時
13
分
始
発
の
列
車
に

飛
び
乗
り
、
旭
川
経
由
で
富
良

野
市
へ
▼
富
良
野
市
で
は
、
富

良
野
消
防
出
初
式
に
出
席
し
、

今
年
一
年
が
平
穏
な
年
に
な
る

よ
う
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
▼
そ
し
て
富
良
野
駅
12

時

53
分
発
の
列
車
に
乗
り
、
滝
川

経
由
で
札
幌
に
向
か
う
。
札
幌

で
は
、
連
合
北
海
道
（
出
村
良
平

会
長
）
の
新
年
交
礼
会
に
参
加

し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
１
月
28
日【
水
産
林
務
委
員
会

-

随
時
調
査
】
▼
道
議
会
水
産
林

務
委
員
会
の
随
時
調
査
で
、
長

万
部
町
を
訪
問
。
渡
島
漁
協
の

皆
さ
ん
と
噴
火
湾
に
お
け
る
ホ

タ
テ
稚
貝
が
大
量
死
し
た
こ
と

に
対
し
、
そ
の
実
態
と
対
策
に

対
す
る
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
▼
道
産
ホ
タ
テ
は
、

道
産
品
の
輸
出
戦
略
の
柱
で
あ

り
、
噴
火
湾
ホ
タ
テ
は
道
内
の

２
割
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
稚
貝
が
８
割
か
ら
９

割
も
大
量
死
す
る
実
態
に
驚
く

ば
か
り
だ
。
ま
ず
は
、
漁
業
が
続

け
ら
れ
る
支
援
を
し
っ
か
り
行

い
、
大
量
死
す
る
原
因
を
早
急

に
突
き
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

漁
協
と
試
験
研
究
機
関
と
の
連

携
な
ど
、
対
策
を
求
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た

と
こ
ろ
だ
。

◆
２
月
11
日
【
食
と
ま
ち
フ
ォ

ー
ラ
ム
】
▼
『
見
直
そ
う
！
食
と

ま
ち
フ
ァ
ー
ラ
ム
in
し
べ
つ

「
地
産
地
消
の
共
生
～
15
」』
に

参
加
▼
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
士

別
市
農
業
経
営
確
立
対
策
協
議

会
（
会
長
：
榎
本
實
男
Ｊ
Ａ
北
ひ

び
き
代
表
理
事
専
務
）
が
主
催

し
、
食
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
も
の

だ
▼
冒
頭
、
榎
本
実
行
委
員
長

が
挨
拶
。
来
賓
を
代
表
し
て
牧

野
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
士
別

農
民
連
盟
の
沼
舘
初
男
委
員
長

が
「
迫
る
食
料
危
機
」
と
題
し
て

世
界
の
食
糧
事
情
を
報
告
。
そ

の
後
の
講
演
会
で
は
、
自
身
が

骨
形
成
不
全
症
の
障
が
い
を
抱

え
る
五
十
嵐
真
幸
氏
か
ら
、
障

が
い
者
と
共
に
暮
ら
す
街
づ
く

り
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
待

ち
に
待
っ
た
試
食
会
。
士
別
市

内
で
収
穫
さ
れ
た
食
材
で
、
お

い
し
い
お
料
理
を
提
供
い
た
だ

き
、
大
満
足
の
一
日
で
あ
っ
た
。

◆
３
月
19
日
【
Ｔ
Ｍ
Ｒ
圧
縮
梱

包
施
設-

完
成
式
】
▼
有
限
会
社

デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
士
別
（
北

口
久
社
長
）
の
「
Ｔ
Ｍ
Ｒ
圧
縮
梱

包
施
設
」
の
竣
工
式
に
出
席
。
デ

ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
士
別
は
、
２

０
０
１
年
11
月
20
日
に
設
立

さ
れ
、
２
０
０
３
か
ら
約
１
１

０
０
頭
の
乳
牛
に
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
供

給
を
開
始
。
以
来
、
約
15
年
以

上
に
わ
た
っ
て
酪
農
家
に
対
し

Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
供
給
し
て
き
た
が
、

効
率
的
な
供
給
体
制
と
機
械
の

老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
か
ら
、

Ｔ
Ｍ
Ｒ
圧
縮
梱
包
施
設
を
増
築

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
増

築
さ
れ
た
施
設
に
よ
り
、
Ｔ
Ｍ

Ｒ
の
生
産
体
制
は
格
段
に
向
上

し
、
平
日
に
増
産
す
る
こ
と
に

よ
り
、
日
曜
日
を
休
む
い
わ
ゆ

る
働
き
方
改
革
に
も
貢
献
で
き

る
も
の
と
な
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp
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ita

g
u

c
h

i.n
e
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【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
４
月
７
日
に
執
行
さ
れ
た
知

事
選
挙
は
、
16
年
ぶ
り
の
新
人

同
士
の
選
挙
と
な
っ
た
が
、
前

夕
張
市
長
の
鈴
木
直
道
氏
が
新

知
事
に
就
任
し
た
▼
選
挙
期
間

中
の
鈴
木
氏
は
、
本
道
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、

「
道
民
目
線
で
判
断
す
る
」
と
、

明
確
な
考
え
を
示
さ
な
い
ま

ま
、
知
名
度
に
頼
っ
た
選
挙
を

行
っ
た
▼
一
方
、
元
衆
議
院
議

員
の
石
川
知
裕
氏
は
、
Ｊ
Ｒ
や

Ｉ
Ｒ
、
原
発
へ
の
対
応
な
ど
、

明
確
な
政
策
を
示
し
た
も
の

の
、
立
候
補
が
遅
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
道
民
の
支
持
を
得
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
▼
今
後
、

道
議
会
で
は
、
鈴
木
新
知
事
の

考
え
や
方
針
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、「
道
民
目
線
」

の
尺
度
が
ど
の
程
度
な
の
か
、

し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
し
て

い
く
決
意
だ
。

（
ゆ
う
こ
う
）

富良野消防出初式で挨拶

随時調査で渡島漁協と意見交換

榎本実行委員長を囲む牧野市長と私

完
成
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
圧
縮
梱
包
施
設


